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まえがき 



この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づいて， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日 
本 工業規格 である。 

これによ つて， JISZ 4808:1975 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 
•JISZ4808 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



(1) 
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放射性物質 取扱 作業用 グローブボックス 

Glove box for handling of radioactive substance 

序文 こ の 規格 は， 1994 年に 発行され た ISO 10648-2, Containment enclosures— Part 2: Classification according 
to leak tightness and associated checking methods を 翻訳 し， 技術的 内容 を 一部 変更 して， 作成 した 日 本 工業 規 

格で ある。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変 
更の 一覧表 を その 説明 を 付けて， 附属 書に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 放射性物質 を 取扱う 事業所に おいて， 作業 者 及び 作業 環境の 保護の ために 放 
射 性 物質の 閉 じ 込めに 使用され る グローブ ボ ックス について 規定す る。 

備考 1., この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応 国際規格の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して い 
る）， MOD (修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 

ISO 10648-2: 1994 Containment enclosures ~~ Part 2: Classincation according to leak tightness and 
associated checking methods (MOD) 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の一 部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 捕 を 含む。） を 適用す る。 

JISZ4001 原子力 用語 

JISZ4812 放射性 エアロゾル 用 高性能 エア フィルタ 
JIS Z 4820 グローブボックス 気密 試験 方法 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISZ4001 による ほ 力、， 次に よる。 

a) 放射性物質 取扱 作業用 グローブボックス 放射性 汚染 及び 放射線 被ば く を 防ぐ ために， 放射性物質 を 
隔離した 状態で 取り扱える ように， 窓， グローブ など を 取り付けた 箱 型の 装置。 

b) 放射性物質 放射性 同位元素 及び 核燃料 物質， 並びに これらに よって 汚染され たもの。 

c) 漏れ 率 グローブ ボックスの 気密 性 を 定量 的に 表現す る もので， グローブボックス 内 空気が 単位 時間 
当たりに 漏れる 割合。 

(1) 負 圧 グローブボックス 内圧 力が 周囲の 圧力よりも 低い 圧力 状態。 
e) 排気 能力 グローブボックス 内 を 排気す る 能力。 

4. 種類 及び 等級 グローブボックスの 種類 及び 等級 は， 表 1 及び 表 2 に 示す。 
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表 1 グローブボックスの 種類 



種類 


形式 


備考 


1 種 


排気 装置 一体 形 


グ 口 ーブボ ッ ク ス 本体に 排気 装置が 附羼 している もの 


？-種 


挑 気 装置 分離 形 


1 種 以外の もの 


表 2 グローブボックスの 等級 


等級 


漏れ 率 


備考 


1 級 


0.25 vol %/h 以下 


多量な 放射性物質 を 取扱 う グ ローブ ボ ックス 


2 級 


1.0 vol %/h 以下 


中程 度の 量の 放射性物質 を取极 う グロ ーブボ ックス 


3 級 


10 vol %/h 以下 


少量の 放射性物質 を 取扱 う グ 口 ーブボ ックス 



5. 性能 グローブボックス は， 次の 性能 を もたなければ ならない。 

5,1 気密 性 8,3 によって 試験した とき， 等級に 応じて 表 2 に 示す 漏れ 率 を 満足し なければ ならない。 
5.2 排気 能力 グローブボックスの 排気 能力 は， 8.4 によって 試験した とき， 次の 要求 を 満足し なければ 
ならない。 

a) グローブ ポート 1 個 を 開放した ときの 開口部に おける 通過 風速 を， 0.5 m/s 以上に 保った めに 必要な 風 

量。 

1)) グローブボックス 内部の 機器な どの 発熱 を 冷却し， 所定の 温度 以下に 保つ のに 必要な 風 量 D 
c) グローブボックス 内部で 発生す る 有害な ガス 及び 粒子 を 希釈し， 所定の 濃度 以下に 保った めに 必要な 
風 量。 

5.3 電気 絶縁抵抗 グローブボックスに 用いる 電気 部品の 絶縁 は， 8.5 によって 試験した とき， 5MQ 以 
上で なければ ならない。 

6. 材料 グローブボックスの 各部に 使用す る 材料 は， 耐食 性 を もつ， かつ， 放射性物質に 触れる 部分 は， 
除染 性の よい 材料と する。 次に 主要 構成 部品の 材料 を 示す。 

6.1 本体 本体に は， ステンレス鋼 を 使用す る。 耐食 性が 要求され る 場合に は， 合成樹脂 又は ス テン レ 
ス鋼 に 合成樹脂 コーティング をした もの を 使用 しても よい。 

6.2 窓 板 窓 板に は， 十分な 透明度と 強度 を もつ 合成樹脂 又は ガラス を 使用す る。 
6.3 ガスケット 窓 板と 本体， グローブ ポートと 窓 板， コネクタと 本体， グローブボックス 本体 間な ど 
の 気密 保持 部の ガスケ ッ トに は， 使用 環境に 応じて クロロプレンゴム などの 材質の もの を 使用す る。 
6.4 グローブ グローブに は， 使用 環境に 応じて クロロプレンゴム， クロ ロス ル ホン 化 ポリエチレン， 
ブチル ゴム 及び エチレン ' プロ ピ レンの 材質の もの を 使用す る。 

6.5 グローブ ポート グローブ ポートに は， 合成樹脂， アルミニウム 又は ステンレス鋼 を 使用す る。 

7. 構造 一般 グローブボックスの 形状 は， 図 1 に 例示す るよう な もので， 放射性物質 を 閉じ込めた 状態 
で， グ ローブ ボ ックス 内部 を 観察 しなが ら ， 作業 者が グ 口 一 ブを介 して 放射性物質 又は 内部 機器 を 操作で 
きる とともに， グ ローブ ボ ッ ク ス 内部が 放射性物質に よ つて 汚染 された とき， 除染 しゃす レ 、構造 及び 加工 
仕上げと する。 グローブボックスに は， 原則として 7.2〜7,16 の 装置 及び 部品 を 設ける。 

7.1 本体 グローブボックス は， シェル 構造 及び フレーム 構造と し， 前者 は 小型の グローブボックスに， 
後者 は 中型 及び 大型の グロ 一 ブ ボックスに 適用す る。 
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7.1.1 基本 形状 グローブボックスの 形状 は， 高さ 及び 幅に ついては 約 0.5 m の 整数 倍と する。 奥行 は両 
面 操作の 場合 約 1 m とし， 片面 操作の 場合 は 約 0.7 m とする。 

7.1.2 角 部 グローブボックス 内側の 各 辺の 曲がり 部 及び コーナ 部 は， 除染 しゃすい 形状と し， 滑らかな 
面と する。 

7.1.3 耐震性 グローブボックス は， 要求され る 耐震 重要; 変に 基づき 想定され る 地震 力に 対して 十分に 耐 

えられる 構: 造と する。 

7.2 給 排気 口 グロ 一 ブボ ッ ク ス 本体に は， 高性能 エア フ ィルタ を も つ 給 気 口 及び 排気 口 を設 け る。 
7.3 高性能 エア フ ィルタ グ 口 ーブボ ッ ク ス の 給 気 口 及び 排気 口 に 取 り 付け る 高性能 エア フ ィルタ は， 
JISZ4812 の 4. (性能） に 規定され ている 性能に 適合し なければ ならない。 

7.4 窓 板 窓 板 は， 外力に よる 押 付け 力の 悪影響がない 方法で， グローブボックスに 固定され， 気密 性 
を 確保し やすい 形状と する。 

7.5 グローブ ポート グローブ ポート は， 試験， 機器の 保守な どのた め， グローブボックス 本体 又は 窓 
板に 必要な 数量 を 取り付ける。 

7.6 グローブ グローブの 長さ は， グローブボックス 内部に おける 操作に 支障の ない 長さで， その 形状 
は 5 本 指と する。 

7.7 架台 架台 は， グローブ 操作が 容易になる ように 適切な 高さと する。 

7.8 搬出 入口 搬出 入口 は， 器材の 搬入， 汚染 物の 搬出に 適した 大きさと し， 気密 を 保持しながら 操作 
できる 構造と する。 

7.9 排気 装置 排気 装置 は， 電動機が 直接 排気に さらされない 構造と する。 排気 装置に は， グローブ ボ 
ックス 内 負 圧 を 常時 一定の 範囲に 維持す るた めに， 必要に応じて バック ドラフト ダン パーな どの 機構 を設 
ける。 

7.10 コネクタ 機器への 電力 及び 電気信号 を 中継す る コネクタ は， 気密 性 を 保持で きる 構造と し， 必要 

に応じて グ 口 一 ブ ボックス 本体 に 設ける。 

7.11 ユーティリティ 配管 水， 薬液， 圧縮空気 等の ユーティリティ 配管に は， グローブボックス 本体と 
の 接続 部 近傍に バルブ を 設ける。 

7.12 照明 装置 グローブボックス 内 作業の ため， 作業用に 適切な 照度の 照明 装置 を 操作に 支障の ない よ 

うな 構造で 設置す る。 

7.13 コン セン ト 及び スィ ツチ 必要に応じて グローブボックス 内外に コン セン ト 及び スィ ツチ を 設け 

る。 

7.14 指示 計 グローブボックス 内側と 外側の 圧力 差 を 指示す る 差 圧 計 を 設ける。 必要に応じて 温度計 を 
設ける。 

7.15 遮へ い 体 グローブ ボックス 内の 放射性物質に 起因す る 作業 環境の 1 cm 線量 当量 率に 応じて， 必要 
な 場合に 設ける。 

7,16 消火 設備 グローブボックス 内で 火災の 可能性が ある 場合に は， 消火 設備 を 設ける。 
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図 1 単純 形状の グローブボックス 例 
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8. 試験 

8.1 試験 項目 グローブボックスの 種類に よる 試験 項目 を， 表 3 に 示す。 

表 3 試験 



試験 項目 


グ 口 ーブボ ックス の 種類 及び 等級 


1 種 


2 種 


1 級 


2 級 


3 級 


1 級 


2 級 


3 級 


構造 試験 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


気密 試験 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


排気 能力 試験 


〇 


〇 


〇 








電気 絶縁 試験 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 



備考 〇 印 は， 実施 項目 を 示す。 



8.2 構造 試験 7. の 規定に 適合す るか どうか を 調べる。 
8.3 気密 試験 JISZ 4820 によって 試験す る。 

8.4 排気 能力 試験 グローブボックス を 使用 状態に して， 校正され た 適切な 精度 を もつ 流量計で 流量 を 
測定し， 5.2 a) 〜りの 規定に 適合す るか どうか を 調べる。 

8.5 電気 絶縁抵抗 試験 校正され た 500 V 絶縁抵抗 計 を 用いて， 充電 部と 非 充電 金属 部との 間の 絶縁 抵 
抗を 測定 し， 5.3 の 規定に 適合す るか ど う か を 調べる。 

9. 検査 検査 は， 次の 項目に ついて， 8. に 従って 試験 を 行い， 5. 及び 7. に 適合した もの を 合格と する。 検 
查 結果に は， 品質保証 記録と していつ でも 提示で きる ようにし なければ ならない。 

a) 構造 

b) 気密 性 （漏れ 率で 表示す る。） 

c) 排気 能力 

(I) 電気 絶縁抵抗 

10. 製品の 呼び 方 製品の 呼び 方 は， 種類と 等級に よる。 

排気 装置 一体 形 は 1 種 1 級， 1 種 1 級， 1 種 3 級と 呼ぶ。 
排気 装置 分離 形 は 2 種 1 級， 2 種 2 級， 2 種 3 級と 呼ぶ。 

11. 表示 製品に は 見やす いところ に， 消えに くい 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

a) 名称 又は 機器 番号 

b) 種類 及び 等級 

c) 製造 年月 
(1) 製造番号 

e) 製造業 者 名 又は その 略号 

f) 警告 ラベル 

12. 取扱説明書 グローブボックスに は， 作業 者が 安全に 取り扱え るよう， 次の 事項 を 記載した 取扱 説明 
書 を 添付す る 。 

a) 製造 目的 及び 用途 
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b) 取扱 上の 注意 

c) 設置 上の 注意 

d) 安全な 取极 方法 

e) 保守 点検の 要領 



関連 規格 JISB2401 


リ ング 




JIS B 8330 


送風機の 試験 及び 検査 方法 




JIS B 9908 


換気 用 エア フィルタ ュニッ ト • 換気 用 電気 集 じん 器の 性能 試験 方法 




JIS C 3312 


600V ビエル 絶縁 ビエル キヤ ブ タイヤ ケーブル 




JIS C 3327 


600 V ゴム キヤ ブ タイヤ ケーブル 




JIS C 8303 


配線 用 差込 接続 器 




JIS C 8304 


屋内 用 小形 スィッチ 類 




JISC8370 


配線 用 遮断器 




JISG4304 


熱 間 圧延 ステンレス 鋼板 及び 鋼 帯 




JISG4305 


冷 間 圧延 ステンレス 鋼板 及び 鋼 帯 




JIS K 6200 


ゴム 用語 




JISK6380 


ゴム パッ キン 材料 




JISK 6718-1 


プラスチック 一 メタ クリ ル 樹脂 板一 タイ プ， 寸法 及び 特性 一 第 1 部 ： 


キャス ト板 


JISK 6718-2 


プラスチック 一 メタ クリ ル 樹脂 板一 タ ィ プ， 寸法 及び 特性 一 第 2 部 


： 押出 板 


JIS K 6735 


プラスチック 一 ポリ 力一 ポネ一 ト板ー タイプ， 寸法 及び 特性 




JIS K 6745 


プラス チ ッ クー 硬質 ポ リ 塩化 ビュル シー トー タイプ， 寸法 及び 特性 一 


- 第 1 部 ： 厚 


さ 1 mm 以上の 板 




JIS K 6900 


プラスチック 一 用語 




JIS R 3205 


合わせ ガラス 




JISR3206 


強化 ガラス 




JIS Z 3831 


プラスチック 溶接 技術 検定に お け る 試験 方法 及び 判 定基 準 
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附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る国瞧 格との 対比 表 



JISZ4808 : 2002 方 Mtf4 物質 S^'fm^ グローブ ボックス 


ISO 10648-2 Containment enclosures ― Part 2: Classification accordine to leak 
tightness and associated checKing methods 


(I)JIS の黻 


( H ) 因 1 祭 

規格 番号 


(nr) 国際規格の^^ 


(IV) JIS と 国際規格との 皮 翻 勺 差異の 
項目 ごと の 言 f fti 及び その 內容 

表賴 所.' 本体， 附属 書 

表示 方法 ： 点線の 下線 又は 実線の 側 
線 


(V) Jfo と 国^ との の 理甶及 

僻 後の 纖 


項 日 

番号 


内容 




項 曰 

番号 


内 谷 


項目 u と 
の讓 


勺 の 内 谷 




厂予文 
















囲 


BW 1 性 物質 を 取扱 つため のク 
ローブ ボックス 


ISO 
10648-2 


1 


す 及 分類 と 漏れ 率^^ Yi 
源 子 力 圧力容器 などの 
漏れ 率 も 含む） 


MOD/ 変更 


漏れ 率 を認、 めな レ 、範囲 か 
異なる。 JIS は 0.25 %/h 

以下 


ISO では 0.05 %/h 以下 と 

日本で は 測定 精度 を 考慮して 0.25 %/ti 以下 

を 翰 及 1 級と 認め t 


2. ラ 1 用規 

格 


JISZ4001 
JISZ4820 
JISZ4812 






ISO 6144: 1981 
ISO 1064S-1 


MOD 麼更 






3. 定義 


腿 性 物質 取极賤 用 グロ 一 
ブ ボックス， ，性 物質， 漏 

tw, 赃， 観 励 






グローブボックスと 漏れ 
率が J1S に 同じ。 


MOD 废更 






4. 難 i 

ひ， 


グローブボックスの 種類 （1， 

2 種に 区分)， 等級 (1, 2, 3 
級に 区分） 
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クラス 2, 3, 4 は JIS に 

同じ。 


MOD 麼更 


クラス 1 を 認めない 範囲 
が 異なる。 （ISO は 原子 

力 圧力容器 等まで を規 

定） JIS は 025 %/h 以下 


日 本で は 測定器の 精度 と 測定 第 差 を 考慮 し 
て 0.25 %/h 以下 を 等級 1 級と 認めた。 (JIS 
は， グローブボックス を^ この 缀及は 経 
験 的， 実務 的に 翻されて いる。 


5. 灘 


気密' 14 ， ^一気 力， 電気 絶縁 

職 






ISO では， 縦され てい 

ない。 


MOD/ 鶴 






6. 材料 


本体， 窓 板， ガスケ ッ ト， グ 
ローブ， グローブ ポ一ト 






ISO では， 縦され てい 

ない。 


MOD/ 雜 




ISO へ 今後 時期 をみ て 提案す る 予定で ある。 


7. 構 ^ 
般 


本体， 給 観 口， 高性能 エア 
フィルタ， 窓 板， グロ一 ブポ 

一 ト， グロ一 プ' など 16 項目 






ISO では， • されて い 

ない。 


MOD/ 細 




ISO へ 今後 時期 をみ て提 象す る 予定で ある。 



Z4808 ： 2002 



(丄 j Jia ひ リ^ iXE 


規格 番号 


{ill) S m^T^tm^^ thj^l. 


(IV ) J la c miW^T^tm c ひリ仪 歪 異ひリ 

項目 ごと の fW 及び その 內容 
表 ■ 所： 本体， 附属 書 
表示 方法 ： 点線の 下線 又は 実線の 側 


( VJ Jlo こ ralWRfff ど ひリ忟 #Tti、J^^ ひリ 理 田 次 
將 後の 顺 


項目 

巧 M 

番号 


内 穷 




項冃 

番可 


内 宏 


ほ 冃 一^ 

の議 






8. 纖 


構造 胃， 気密 試験， 撒 気 能 

ノ J uA^j 电ス AJI^Bl^tS す 几 n 15 ^ 






気 *1權 は， JIS に 同じ。 


MOD/ 鋤 


構 截励 纖， 

雷 与^ 4iWi^r%^^ ' 朗 十 
堪 スレ 十 St 几 口 人跌 〖し闺 ヲ 

る 規定 を:^ Po 




9. 検査 


構造， 気密 性， お 嫁 能力， 電 
包 絶 綠抵杭 
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mmmix jis に 同じ。 


MOD/ 細 


構造， 籠 能力， 電気 絶 

緑 抵抗; 1^ 杏に 閏す ろ钥审 
を 




10. 製品 

の 呼び 方 


胃と^ 及に よる。 






ISO では， g されて い 

ない。 


MOD/ 細 




する 予定で ある。 


11. 表示 


名称 又は 機器 番号， 種 び 

m 製雜 月日， 製 離 号， 
餘な ど。 






ISO では， 縦され てい 

ない。 


MOD/iliD 




ISO へ 今後 時期 をみ て 提案す る 予定で ある。 


12. 取极 

説明書 


製造 目的 及び 用途， 取 feii の 
注意， 設置 上の 注意， 安全な 
錄; frfe 保守 点検の 要領 






ISO では， ^^されて い 

ない。 


MOD/ 細 




ISO へ 今後 時期 をみ て 提案す る 予定で ある。 



JIS と 国際規格との 対応の の 全 f*fffffi ： MOD 



項目 ごとの fM 欄の 記号の: は， 次のと おりで ある。 

― MOD/iSJD …… … 国！^ 格に ない^ J 目 又は 縦內容 を iiiG している。 

― MOD/ 変更 国際 凍 格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格との 対応の ぼの 全 ftlfffi 欄の 記^〕 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国^ ffi 格をィ g!E している。 
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業 遒 30f 資 嘴 l{slstv,§d。 
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放射性物質 取扱 作業用 グ 口 一 ブボ ッ ク ス 

解 説 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 '記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規 
格の 一部で はない。 

こ の 解説 は， 財団法人 日 本 規格 協会が 編集' 発行す る もので あ り ， こ の 解説に 関する 問い合わせ は 財団 法 
人 日 本 規格 協会に ご連絡 く だ さ レ \ 

1. 改正の 趣旨 この 規格 は， 昭和 50 年 （1975 年） に 改正され てから 約 27 年 を 経過して いる。 その 間に, 
再処理 施設の 建設の 開始， 燃料 加工 施設の 増設， 大型 研究 用 核燃料 取极 施設の 稼動に 伴 う 放射性物質 取扱 
作業用 グローブボックスの 利用の 増加な ど， その 使用方法 • 規模 も 多岐に わたって いる。 新しい 技術的 知 
見 及び 新 素材の 導入， 並びに 関連す る 最近の 国際規格との 整合性 を 図る 観点から， 従来の 規格の 内容 を 再 
検討し， 放射性物質 取极 作業用 グローブボックスの 多様な 使用 状況に 対応で きる よう 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 J1SZ 4808 の 改正 を 目的と して， 通商産業省 工業技術 院 から 社団法人 日本 保安 用品 協会 
に 委託され， 当 協会に おいて 平成 7 年度 J1S 改正 原案 作成 委員会が 発足した。 1995 年 9 月から 1996 年 2 
月の 間に 本 委員会 2 回， 小委員会 （分科会） 4 回が 開催され， 現状に 適合した 内容に すべく 審議 を 行い， 
所定の 手続 を 経て この 規格の 改正 をみ たもので ある。 改正 原案 作成 委員会の 構成 は 末尾に 示す とおりで あ 

る 

3. 審議 中に 特に 問題と なった 事項 原案 作成 審議 段階に おいて 特に 問題に なった 事項 は， 次のと おりで 

ある 

3,1 グローブボックスの 本体 グローブボックス は， 作業 者 及び 作業 環境の 放射性 汚染， 並びに 作業 者の 

内 部 被ば く を 防 ぐ た め に 設計 さ れた 放射性物質の 閉 じ 込 めの ため の 装置で あ り ， 装置 全体の 機能 を 問題 と 
しなければ ならなかった。 そこで， 給 排気 系 を 含めた グローブボックス 系の 中での グローブボックス 本体 
の バウ ン ダリのと らぇ 方が 課題と なった。 

この 規格に おいて は， グローブボックスの 構造 上の 範囲と して， グローブボックスの 給 排気 系の 本体 側 
に 最も 近い フラン ジ などの 継 手までと し， グローブボックス 本体 は， 高性能 エア フィルタ を 介して 排気 設 
備に 接続され ている ものと した。 ただし， 高性能 エア フィルタ は 本体 附属 品と しての 位置づけ とし， 本体 
の 7.3 に 記述した。 

3.2 グローブボックスの 種類 旧 JIS の グローブボックスの 種類 は， 排気 装置の 付帯条件 によって 大別 さ 
れ ており， かつ， 排気 ダク ト への 接続 方法の 形式に よって 第 1〜3 種に 区分され ていた。 グローブボックス 
は， 使用 目 的 や 取 り 扱 う 放射性物質が 固体 力、 液体 かな どの 性状に よって 要求され る 気密 性が 異な り ， また， 
取り扱い 操作 も 乾式， 湿式 及び 不活性ガス 置換 方式が あり， 形状に ついても 横長 型， 縦長 型， 単一 構造 又 
は 連結 構造， 容積の 大小な ど 多種多様 である。 

このため 今回の 改正に 当たって は， 一義的に 排気 装置の 付帯条件 による 種類 だけで 限定せ ず， グローブ 
ボ ックス に 対 して 要求 さ れる 気密 性 を 明確に する ため， 漏れ 率に よ る 等級 を 設ける ことによって， 放射性 

解 1 
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物質 を 取 り极 う グローブ ボ ッ ク ス 全般に 適用 できる よう に 考慮 した。 こ の 気密 性に よ る グローブ ボ ックス 
の 分類 は， グローブボックスの 多様化， 国際的な 規格への 対応と 整合性に も 十分に 対応で き， 関係者の 理 
解 をより 一 層 深める ことができ ると 考える。 

3.3 グローブボックスの 等級 漏れ 率 基準に ついては， 従来は 国際的に も国內 的に も 統一され たもの がな 
く， その 国 その 機関の 独自の 指標と して， 漏れ 率 を 0.1 又は 0.5 vol %/h 以下 を 経験的な一 つの 目安と して 
運用され ている 例が 多かった。 

その後， 1994 年 12 月 に ISO 10648-2 によって 漏れ 率が 0.05 vol%/h 以下〜 10 vol%/h 以下の 等級 を 四つ 
に 区分した 分類が 制定され た。 ただし， 1 等級の 0.05 vol%/h 以下 は 高 気密 性 を もつ 不活性ガス 置換 方式な 
どの 特殊 雰囲気 用に 適用 される もので あ り ， 放射性物質 閉 じ 込めの ための 要求 条件と は 別の 品質管理 上の 
ものと いえる ため， この 規格で は 規定し なかった。 

したがって， この 規格で は ISO との 整合性 を 図り， 今後の グローブボックスの 多様な 使用に 対応で きる 
ように 1 級 （0,25 vol%/h 以下） から 3 級 （10voi%/h 以下） に 区分した。 

国際 原子力 機関 (IAEA) の 安全 シリーズ No.30 では， グローブ ボ ッグス 及び 化学 フー ド での 使用 放射能 量 
について， 解説 表 1 に 示す ような 基準 値が 提案され ている。 ただし， 危険 度の 分類に ついては， 同 機関の 
技術 シリーズ No.15 に基づいて 区分され ている。 解説 表 1 の 各 危険 度 分類に 対する グローブボックスの 下 
限 値 は， こ の 規格で 規定され て いる 3 級の グロ ーブボ ックス の 使用 放射能 量 下限 値 を 示 している と 考えら 
れる。 



解説 表 1 グローブボックス 及び 化学 フードの 使用 放射能 量 範囲の 基準 値 



危険 度の 分類 


放射性物質 （例） 


グローブボックス 


化学 フー ド 


I 


Ra, Pu， Am 


>37 MBq 


370 kBq— 37 MBq 


U 


60 Co, 9 °Sr ノ 31 I 


>3.7GBq 


37 MBq— 3.7 GBq 


III 


' 4 C， 32 P, 65 Zn, 132 I 


>370 GBq 


3.7 GBq— 370 GBq 


IV 


3 I- 1, 85 Kr ，【は' U 


>37 TBq 


370 GBq— 37 TBq 



安全 シリーズ No.30 では， グローブボックスの 操作 方法 （種類， 内容） に対して， 解説 表 2 に 示す 係数 
によって 修正され るべき としてい る。 今後， グローブボックスでの 放射性物質の 使用 経験 を 積む 中で， 操 
作 方法に 伴 う 修正 を 行 うこと な ど を 含めて， グローブ ボ ックス の 等級 ご と に 使用 放射能 量 範囲の 目 安値 を 
定める ことが 望まれる。 



解説 表 2 操作に かかわる 修正 係数 



操作の 種類 


操作 内容の 例 


修正 係数 


簡単な 湿式 操作 


原 液の 分 取 操作 


X10 


普通の 化学 操作 


簡単な 化学的 操作， 分析 


XI 


複雑な 湿式 操作 


複合した 操作， 蒸発 '濃縮 


X0.1 


簡単な 乾式 操作 


粉末の 取扱い 及び 揮発性の 化合物 を 使う 操作 


X0.1 


乾式で 粉末ので る 操作 


粉末の 移し 換え， 分 取 操作， 塊状 物の 粉末 化 操作 


X0.01 



3.4 放射線 遮へ い 作業 者の 外部 被ば くの 防止 又は 低減の ため， グローブボックス 内の 線 源の 遮へ いや， 
グローブボックスの 窓 板の 外側での 遮へ い パネル を 設置した 例が ある。 グローブボックス 作業 時の 線 源の 
一部 格納 や 作業時間の 制限な どの 作業 管理 をす る 例 も ある。 そのため， グロ一 ブポ ッ クス 作業 位置で あ る 
グローブボックス パネル 付近の 1 cm 線量 当量 率で， 一義的に 遮へ い 能力 を 要求し ない こと と した。 



解 1 
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3.5 耐震性 グローブ ボ ックス の 耐震性に ついては， 要求され る 施設の 重要 度に 応 じた 地震 力 に 耐える 構 
造と する ことが 基本と なる。 したがって， 耐震性に ついては 使用者の 要求 条件に よって 異なる ため， この 
規格で は その 要求が ある 場合に は 個別に 対応で き る 規定と した。 

4. 適用 範囲 この 規格 は， 放射性物質 を 取扱う 事業所に おいて， 作業 者 及び 作業 環境保護 のために 放射 
性 物質の 閉じ込めに 使用され る グローブボックス について 規定した ものである。 つまり， 放射性 同位元素 
及び 核燃料 物質， 並びに これらに よって 汚染され たもの を 放射性物質と 定義し， これらの 物質 を 取扱う グ 
ローブ ボックスに 限定して 適用す る ことと した。 これ を 基本と して 具体的に は 以下の a)〜e) に 示す 条件 を 
設けて， 適用 範囲 を 限定した。 

a) 放射性物質 を 取扱う グローブボックスに 限定して 適用す る。 放射性物質 を 取扱わない バイオ テク ノロ 
ジ一 関係 や 雰囲気 制御 用の グローブ ボ ッ クスは 除外す る。 

b) グローブボックスの 構造 上の 範囲 は， グローブボックスから 最も 近い フラン ジ などの 継 手までと する。 

c) 加圧 状態で 使用す る 容器 を 内部に 内蔵して いる グローブボックスに ついても， 放射性物質 を 取扱う か 
ど う かで 適用 対象と する か ど う か 判 断す る ことと する。 

(1) 放射性物質 を 取扱い， かつ， グローブボックス 内 を 不活性ガス 雰囲気と する ために， 通常 は 負 圧 維持 
を ガス 循環 装置に よって 行い， 緊急 時 用と して 施設の 給 排気 系に 接続され ている ような グローブ ボッ 
クス は， 適用 対象と する。 

e) グ 口 一 ブ を備 えた ボックスに 限定 し， トン グ 及び マ ニュ プレー タ を 使 う ボ ックス は 適用 対象外 とする。 

5. 種類 次に 示す 理由から グローブボックスの 種類 を 操作 方法， 構造， 取扱う 放射性物質の 性状な どで 
分類す る こ と は 困難で あ つ た。 

a) 操作 方法， 構造 ，取扱う 放射性物質の 性状， 放射能 量 等に よって 多種多様 であり， 安全 上 並びに 構造 
上の 観点から 分離す る こ と が 困難で ある。 

b) グ 口 一ブボ ックス での 作業 安全の 観点 か ら ， 取扱 う 放射性物質の 性状に よ つ て 主要 構造 上の 配慮が 必 
要と なること は ほとんどない。 

6. 性能 

a) 気密 性に ついて 旧 J1S では， 気密 性に ついて 規定され ていなかった が， 使用 中の 負 圧 及び 閉じ込め 
機能 を 維持す るた めに， 必要条件 として 気密 性 を 新たに 規定した。 

b) ろじん 効率と 粒子 捕 集 率に ついて 今回の 改正で は， グローブボックスの 種類 を 排気 装置が 付属して 
いるか 否かと 気密 性に よる 分類に 変更した ため， 旧 JIS の 3,1 (ろじん 効率） の 規定 を 見直した。 グロ 
ーブボ ックス の 給 排気 口に 取り 付け られ ている 高性能 ェ ァ フィルタ は， 一般的 に グ 口 一ブボ ックス 内 
への 給 気の 浄化と， グローブボックス 内で 発生した 排気 中の ダス ト などの 浄化に 使用され ており， そ 
の 粒子 捕 集 率 は 既に JIS Z 4812 (放射性 エアロゾル 用 高性能 エア フィルタ） 4 章に 規定され ている。 
また， 高性能 エア フィルタ は グローブボックス 本体の 付属 部品と 見なされ るので， この 規格で は 7.3 
において 当該 JIS を 引用す る 規定に とどめた。 

c) 排気 能力 旧 JIS では， 5.2 において， 1 時間 当た り 20 回 以上の 換気 回数 を? » 保 する 能力がなくて は 
ならない と 規定され ていたが， 現在までの 製作 及び 使用 実績で は， 

1) グロ ーブ ポー ト か ら グローブが 外れた 場合に， グロ一 ブボ ッ ク ス 内部に 放射性物質 を閉 じ 込める 観 
点 力 ゝら， グローブ ポート 1 個 を 開放した ときの 開口部に おける 通過 風速 を， 0.5 m/s 以上に 保つ のに 
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必要な 風 量， 

2) グローブ ボ ッ ク ス 内部の 異常な 温度 上昇 を 換気に よ つて 防止す る 場合に は， グローブ ボ ッ ク ス 内部 
の 機器な どの 発熱 を 冷却し， 所定の 温度 以下に 保つ のに 必要な 風 量， 

3) グロ一 ブ ボックス 内部で 発生す る 有害な ガス 及び) 位 子の 異常な 濃度 上昇 を 換気に よって 防止す る 場 
合に は， それ ら を 希釈 し 所定の 濃度 以下に 保つ のに 必要な 風 量， 

を 確保す る ことによって 良好な 結果 を 得て きた。 この ことから この 規格に おいて は， 換気 回数に 基づ 
く 排気 能力 を 規定 しない ことに した。 また， 1) の 必要 風 量が グローブ ボッ タス 内の 操作に 過大で ある 
場合に は， 2) 及び 3) の 風 量 を 下回らない 範囲で， 通常 時には グローブボックス を バイパス させて いる 
使用例が ある。 

tl) 電気 絶縁抵抗 旧 J1S では 10MQ 以上と 規定して いたが， 関連す る J1SC8370 (配線 用 遮断器） では 
絶縁抵抗 を 5MD 以上と 規定して いる ことから， 旧 JIS の 規定 を 改め， 5MQ 以上と した。 

7. 材料 グローブボックス 本体に 使用す る 主要 材は， ステンレス鋼， 硬質 塩ィ匕 ビュルな ど 強度 上 問題の 
ない 材料 を 使用す る ものと し， また， 除染 性に 優れた 材料で， 使用す る 薬品 類に 対して 耐食 性 を も 考慮し 
た 材料 を 選定で き るよう に した。 

気密 用 シール 材 として は， クロロプレンゴム， 二 トリル ゴム 又は フッ素 ゴムな ど， 耐食 性 を も 考慮した 
材料 を 選定す る ことが 多い。 

8. 構造一 般 グローブボックス は， 使用者の 品質 要求 及び 製造業 者の 必要に 応じ， 次に 示す 付属 機器 及 
び 装置 類に よって 構成され るの が 一般的で ある。 

a) 本体 グローブボックス は， 内部の 機器， 装置の 大きさに 応じて 設計され る。 実験， 分析 用の グロ一 
ブ ボックス は 比較的小 容量で あるので シェル 構造 をと る 場合が 多い。 生産 用の 装置が 入る グローブ ボ 
ックス は 大型で あるので， シェル 構造 は 耐震 上の 観点から 成立し にくく， 一般に フレーム 構造が 採用 
される。 さらに， グローブボックスの 巨大 化が 要求され る 場合に は， 製作 及び 据 付けの 観点から， グ 
ローブ ボックス を モジュール 化し， 各 モジュール を ボルトで 結合す る 方法が 採用され る。 モジュール 
間の ボル ト 結合に は閉 じ 込め 性 を 考慮し， 8 mm ボ ノレ トで ピッチ 80 mm 以下の 例が 多い。 ボル ト ねじ 
部が 露出す ると グローブ を 痛め やすいので， 一般に 袋 ナツ トを 掛ける カュ 保護 用 キャップ を 付けるな ど 
の 配慮が 必要であろう。 

グローブ ボ ッ クス 本体 は， 板 を 曲げ 加工 した 部材を 溶接 した 構造 を している。 折曲げ 部 及び 箱 角 部 
は， 除染 しゃすい ように 適切な 半径に 加工す るの が 一般的で ある。 本体に ステンレス 鋼板 を 使用す る 
場合， 内面に 当たる 部分 は パフ 研磨 仕上げ （150 番 以上） を 施す か， 表面 仕上げ を 施した No, 2B 材を 
使用す る ことが 多い。 グローブボックス 内面に 露出す る 溶接 部 は ビー ドを カットし たうえで， パフ 研 
磨 し 滑らかに 仕上げる こ と が 多い。 金属製 グローブ ボ ッ タスの 板 厚 は 加工 性， 経済性の 面 か ら 4〜6 mm 
程度が 適当と されて いる。 合成樹脂 板の 曲げ 加工で 曲げ 部に ついては， 曲げ 加工 時に 生じ やすい 光沢 
損失， きずな ど を 生じな レヽ カロ ェが 必要で ある。 

溶液 を 取扱う グローブボックス では， 廃液の 処理と して 排水 口が 設けられる 場合が ある。 必要に 応 
じて グローブボックス 内 試験の ため， 必要に応じて 水 ライン， 圧縮空気 ライン 及び 薬液 ライン を 設け 
る ことがある。 

b) 高性能 エア フィルタ グローブボックスの 給 排気に おける 空気 中の エアロゾル 処理 用と して， 一般的 
に は. IKZ4812 (放射性 エアロゾル 用 高性能 エア フィルタ） に 規定され る 高性能 エア フィルタが 用い 
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られ ている。 その 性能 は， 基準 粒子 径 0.15 粒子 集 率 99.97 i 以上 を もつ ものが 使用され ている。 
特に， 高性能 エア フィルタ は， 稼働時間に 伴って 圧力 損失の 上昇が 生じる ため， その フィルタの 圧力 
損失 を 監視で きる 差 圧 計 を 装備して 交換 を 適切に 行う ことが 必要で ある。 グローブボックス 稼動 時の 
高性能 エア フ ィ ルタ 交換に は， 高性能 エア フ ィ ルタ を 並列に 設置 し， 系統の 切換 操作に よ つ て 交互に 
フィルタ 交換 を 行う 例が あり， また， 高性能 エア フィルタの 型式に は， 交換 時の 汚染 防止 を 配慮した 
箱 形 高性能 エア フィルタが 多く 使用され ている。 

c) 窓 板 窓 板に は， 透明度 及び ある 程度の 強度と 耐食 性が 要求され， 一般的に メ タク リル 樹脂 板が 多く， 
板 厚 は 10 mm 前後が 普通で ある。 グローブボックスの 気密 性 を 保持す るた め， 押さえ 枠な ど を 介す る 
か 又は 直接 ボル トで グローブボックス 本体に 固定され る。 窓 板の 取 り 付け は 6 mm ボル ト で ピッチ 80 
mm 以下が 多い。 また， 取扱う 放射性物質の 量に 起因す る lcm 線量 当量 率の 程度に よって は， 適切な 
鉛 当量の 含鉛メ タク リル 樹脂 や 鉛 ガラス を 本 窓 板の 外側に 設ける ことがある。 

窓 板と 本体の シール 部 及び グローブボックス モジュール 間の 接続 部に 用いる ガスケ ッ トは， 気密 性 

を 高める ため， シール 面に 突起 を 設けるな ど 形状に 配慮した ものが 使用され ている。 

d) グローブ ポ一 ト グローブ ポートに は 約 200 mm ポー トが 多く 用いられ， グローブ を 取り付ける 部分 
に は シール 用 リング 溝が 設けられる。 グローブ ポート は， グローブの 取替 方法の 違いで バンク 式と 
押 込 式の 2 種類の 型式が ある。 

e) グローブ グローブの 全長 は グローブボックス 寸法と 作業 内容に よるが， 一般的に は 約 800 mm の も 
のが 多く 用いられ ており， 厚さ は 0,4mm， 0.8 mm 及び 1.0mm の ものが 多く 使われて いる。 

ゴムの 種類に ついては， 解説 表 3 に 示す ような ゴムの 特長 例 を 考慮して 最適な グローブが 選定され 
ている。 



解説 表 3 グローブ 用 ゴムの 特長 例 



ゴムの 種類 


特長 


ク ロロ スル ホン 化 ポリ ェチ レン 


気密 性， 耐久性， 耐食 性， 耐 油性な どに 優れた 合成 ゴムで ある。 


クロ 口 プレン 


紫外線に 強く 耐候性 及び， 耐食 性に 優れてい るた め， 酸類 を 取り扱 
う 作業用 グローブに 用いられる。 


ブチル 


紫外線と 溶剤に 強く 炭化物な どを极 うのに 適して いる。 また， 水素 
同位体に 対する 非 透過性に 優れてい るた め， 卜 リチウムな ど を取极 
う 作業用 グローブに 用いられ ている。 



f) 搬出 入口 一般的に， PVC バッグに よる バッグ イン 'アウト 方式が 主流で あるが， ダブル カバー ポー 

ト 方式 又は エア ロック 方式 も 採用す る 場合が ある。 PVC バ ッ ク に よる 方法で は， 内径 約 250 mm 又は 
内径 約 550 mm の 2 種類が 多く 見られる。 

g) 排気 装置 空気 雰囲気の グローブボックス では， 通常， グローブボックスの 給 気 口から 給 気 フィルタ 
を 通して 空気 を 取り入れ （取扱う 放射性物質の 種類に よって は 乾燥 空気 を 供給す る 場合 も ある。）， 排 
気 口 から 排気 フ ィルタ を 通 して 排気す る。 

グローブボックスに は， 排気 装置 を 一体 又は 分離 型と して 装備し， 一般的に 設置され ている 室に 対 
して 100〜300 Pa の 負 圧に 維持され， 閉じ込め 機能 を もっている。 負 圧 を 常時 一定に 維持す る 手法と 
して， 一般的に は 圧力 指示 計と 調整 弁 又は 排気 装置が 連動す る 方式， バック ドラフ ト ダン パー 方式， 
液体 パブ ラ 方式が 採用 されて いる。 

不活性ガス 雰囲気 グローブボックス は， 空気 雰囲気の グローブボックス 同様， 閉じ込めの 機能 を 維 
持す るた め， 給 気 口， 循環 口， 排気口と もに フィルタ を 取り付け ている。 ただし， 給 気に ついては 不 

解 5 



著作権法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止 さ れ てお り ます。 



14 

Z 4808 ： 2002 解説 



活性 ガス 源 か ら の 供給 となる。 

h) コネクタ グローブ ボ ッ ク ス 內 機器への 給電 及び 電気信号の 授受 を 行うた めの コネクタ は， グ 口 一 ブ 
ボ ッ ク ス の 気密 性 を 確保す るた め， 真空 機器な どに 用いられる コネクタの 利用が 一般的 である。 

i) 遮へ い グローブボックス 內の 取扱う 放射性物質の 量に 起因す る 1 cm 線量 当量 率の 程度に よって， 適 
切な 遮へ い （鉛， ボリ エチレン， 含鉛メ タク リル 樹脂， 鉛 ガラスな ど） を， 必要に応じて 設ける こと 
が ある。 

j) 消火 設備 消防法で 規定され ている 消火 薬剤 又は 不活性ガス などに よって， 防火 又は 消火す るの がー 
般的 である。 

9. 表示 この 規格で は， 名称， 機器 番号な どに 加えて， 国内での 製造 物 責任 法の 施行 を 受け， グローブ 
ボックス 付属 装置な どで， 機器の 設計 上 どのよう にしても 回避で きない 危険な 箇所に ついては， 作業 者へ 
危険性 を 知らせる 警告 ラベルの 表示 を 行う ことが 必要と 判断し， 警告 ラベル 表示 を 規定す る こと と した。 
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10. 原案 作成 委員会の 構成 表 1995 年に 設置され た 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 

JISZ4808 (放射性物質 取扱 作業用 グローブボックス） 改正 原案 作成 委員会 構成 表 











&名 




所 鳳 

/ ノ 1 ,内 


V 5C>^. JX. ノ 






m 




一 


补 RTI 法人 曰 本 アイ ソ トー プ 


(： 仁杳） 
V ■」 一 - / 


o 


汕 




ま 
ジ J 


ノ、 


財 t?l 法 人协身 ォ線霄 +沏1 協 さ 

y^-i iJj f ハノゝ j /に 小 口 t 1 パ リ vvo ム 


(幹肓 


o 


ま 


； 71 


i 首 




千代 田 保安 ffl 品 株式 会补 






藤 


井 


隆 


宏 


通商産業省 工業技術 院 標準 部 電気 規格 課 






二 


代 


真 


彰 


通 産 産業 省資源 エネルギー 庁 公益事業 部 原 














子 力 発 霞 安全 管珲課 






刁ホ 


田 


m 




科学技術庁 原子力 安 さ 局 放射線 安全 諫 






因 




幸 一 




財団法人 日 本 規格 協会 






河 


村 


正 




神奈川 大学 理学部 

1 1 ノ J ヽノ， l ノゝ j <zn 4 M H 






小 


泉 




彰 


放射線 医学 総合 研究所 内部 被ば く 研究 部 




o 


m 


崎 

ドリ 


修 

にク 




日 本 原子力 研究所 東海 研究所 NUCEF 試験 

M - 『 / ノ J ヽ J Z ン" ノ！ ゾ Ljy ノ I '^F^l HJ- H /i ノヒ メノ | 丄， w ^yj^i. w 

室 




o 


小 


森 


久 


弥 

J リ 1 


動力炉 • 核燃料 開発 事業団 東海 重 業 所 プル 














トニ ゥム 燃料 工場 




o 


武 


藤 
/お、 


重 


m 

ノ' j 


動力炉 • 核燃料 開発 事業 東海 塞 業 所 安全 
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株式会社 コクゴ 第三 営業部 
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野 


晃 




三 井 造船 株式会社 原子力 事業部 
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木 村 化工 機 株式会社 原子力 本部 技術 部 
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ョ シザヮ LA 株式会社 品質管理 
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千代 田 保安 用 品 株式会社 原子力 統括 部 


(事務局） 
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石 
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社団法人 日本 保安 用品 協会 




〇 


大 


石 


政 


弘 


社団法人 日本 保安 用品 協会 



備考 〇 印 は， 分科会 委員 も 兼ねる。 



解 7 

著作権法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 



女内容 について のお Ril 合せ は， 漆^ 部據準 胸奄 踝へ FAX [F 卿 3)3405-5541 (03)5770-1571] 

で ご ii 絡く ださい „ 

★ ns 说格 票の 正 ^票 を 《n した 場合 は， 次の 要 娘で ご 案内いた し ます。 

当敏会 発行の 月刊! K "標» 化 ジャーナル" に， IE の內 容を搏 載いた します。 

なお. 当 協会の jis 予約ず の 方に は. 予約され ている？ fr めで] i^ys が 発行され た 》 合， 自酖的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規格 粟の ご注文 は， » 及 辜 業 部 力 ス タ マーサ一 ビス 課 [1KL(03)3583-8002 FAX(03)358W)462] 

又は 下記の 当 tft 会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい- 



JISZ4808 

放射性 物 Wfft 极作桊 ffl グロ-- ブボッ ク ス 



平成 14 年 4 月 30 p m 1 nmn 



免 行人 



財 酣£ 人 

T 107-8440 



坂 き T\ 5 
5fi Vi 所 

日 木 規格 4 

3tO?C^ 港 区 赤 坂 4 TU 1-24 



ft « 支 » 
束 北支 舫 
名 古 J1 支 W 
闓西支 » 
広 島 支部 
四面 支部 



T060-0003 札^ 市 中央 区 北 3 条四 3 丁目 1 札 «大 ^生命 ビル 内 

TEL (01 1 )261 -0045 F ん X (01 1 )22) .4020 

mW ： 02760-7-4351 
T980-0014 仙 台 巿'な 葉^ 本 町 3 J '0 5-22 お 城^^: DIK さ 館^ 

THL(022)227-SVl(5(a^) PAX (022)2(5^-0905 

蒙曹 ； 02200-4-8166 
T460-0008 名 古^市 屮区栄 2 丁目 6-， 白 川 ビル 別 節 内 

IT し (052)22 卜 83J(5< ^表） FAX (052)203^806 

櫞 U ： 00800-2-23283 
T54I-O053 大 中央 区 本 町: TJ'g 4.10 本 町 野 村 ビル 内 
(06X3261 ^Sri(ftlSf) FAX (06)«61 -9! 14 

Ktt ： 00910-2-2636 
riJO^QU 広 島 市中 区^ 町 5>44 広 島 商工 所 ビル 内 

I RL (082)221 -7U2J.70J5,7O36 F ん X (0S2J223-756S 

ftiW ： 0|3«-9-9479 
〒7(、(J-O023 fffer|T,W2rH2.10 住友 生命 iffife^ 町 ビル 内 

TE し (087)821-7851 VAX (037)821-32^1 

お Ft ： 01680-2-3359 

tki2-w25 MmmmfM^n^i ま は 生命^^ ビル 内 

n ; l.(W2)282-9D80 FAX (092)282-9118 
蒙き ： 01790-5-21632 
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箸 作 1 き 法に, L り .唓 断での^ 8. ^等 は^ 止されて ぉリ よす, 
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Glove box for handling of radioactive 

substance 
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Japanese Industrial Standards Committee 

Published by 
Japanese Standards Association 

定価 ： 本体 1,400 円 （税別） 

ICS 〗3,280:,27. 120,30 
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著作 ffi 法に よ り 無断での a«， 転 * 等 は 禁止され てお り ます. 



